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初日は 19 にあだたらふれあいセンターに集合してからご飯を食べ、（ほとんど見慣れた

顔ではあったが）メンバーの顔合わせもかねて授業を受けた。そこで、現在どのようなサ

ンプリングをしているのか、その結果からなにが考えられるか、さらには新しく取り入れ

る機器について議論を交わした。明日は朝がはやいので、21 時には切り上げ、温泉に入っ

たのちに眠りについた。 

 

次の日の朝、８時ごろに出発した。私は歩きやすい靴以外には特別なアイテムを持って

いなかった。というのも汚染を防ぐ防護服や土壌サンプルリングにつかう器具は気象研や

筑波大学の方たちが持ち寄っていた。 

車を走らせ 40 分ぐらいだろうか、前回の陸域班の若手育成で訪れた見覚えのある地域の

さらに奥に、帰宅困難区域の入り口があった。とくに警備は厳重ではなかったが、警備員

が、事前に用意してくれた書類と自分の身分証明書の確認をしたあとに通してくれた。進

んでいくとわかるが、事故後からそのまま放置されたのだろうか、帰宅困難区域の道路は

ひび割れが目立ち、そして路肩の草がとにかく背が高かった。田んぼであったと思われる

土地は一面の草原になっていた。人間が暮らしていた場所が自然によって徐々に侵略され

ている印象をうけた。将来、この場所が除染され、人々が帰れるようになったところで、

自然によって荒らされた自分の土地に住み着くのだろうか、疑問に思う。 

そうこう考えているうちに、津島活性化センターという立派な建物についた。ここでど

うやら通行車両や人の汚染を検査するようだ。いったん車は活性化センターのなかに入っ

ていた。そこではたくさんの人が車の誘導やＧＭ管による汚染検査をしていた。活性化セ

ンターの周りは除染がされたのか、比較的線量が低かった（記憶が正しければ０．４μＳ

ｖ/ｈ）。それでも長時間外で誘導するのはどうかとは思った。車をとめたあとに、汚染防止

のための防護服を身に着けた（写真１）。あらかじめ飲み物は帰宅困難区域の外で買ったが、

ここから先は野外で飲食することはできない。 
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